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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成23年7月28日(2011.7.28)

【公表番号】特表2010-514686(P2010-514686A)
【公表日】平成22年5月6日(2010.5.6)
【年通号数】公開・登録公報2010-018
【出願番号】特願2009-543183(P2009-543183)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 417/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/444    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4545   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 495/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/506    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/28     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 417/14    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/444   　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/4545  　　　　
   Ｃ０７Ｄ 495/04    １０５Ａ
   Ａ６１Ｋ  31/506   　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １１１　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/28    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月15日(2010.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
【化１】

［式中、
　ＨＥＴは、ヘテロアリール、またはヘテロシクリル基であり；
　Ａは、アリール、またはヘテロアリール基であり；
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、シクロアルキル、置換シクロアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アル
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コキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルカノイル、置
換アルカノイル、アミノ、置換アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキル、アルキル
アミノ、置換アルキルアミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、ウレイド、シアノ、
スルホンアミド、置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ニトロ、チオ、チオアルキル
、アルキルチオ、二置換アミノ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキ
シ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、置換カルバモイ
ル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、またはアルキルカルボ
ニルであり；あるいは
　Ｒ１およびＲ２は、一緒になって、適宜置換される炭素環またはヘテロ環を形成し；
　Ｒ４は水素、アルキル、置換アルキル、ヒドロキシ、シアノ、またはハロゲンであり；
　Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハ
ロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールア
ルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノ
アルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、ヒドロキシアル
キル、二置換アミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド
、シアノ、スルホンアミド、置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ヘテロシクロアル
キル、置換ヘテロシクロアルキル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケ
ニル、置換シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニ
トロ、チオ、チオアルキル、アルキルチオ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル
、カルボキシ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アル
ケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、ヘテロアリール、置換ヘテロア
リール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリール、アリールアルコキシカルボニ
ル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコキシ、アリールオキシアルキル、ア
リールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルキルカルボニル、置
換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、置換
ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキルアミノ、アルカノイルアミノ、ア
ロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリールチオ、アリールアルキルチオ、ア
リールスルホニル、アリールアルキルスルホニル、アルキルスルホニル、アリールカルボ
ニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり；
　Ｒ８およびＲ９は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール
、アルキリデン、置換アルキリデン、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置
換アルコキシ、アルコキシアルコキシアルキルハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ
、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールアルキルオキシ、アルカノイル
、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキ
ル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、ヒドロキシアルキル、二置換アミノ、アミド
、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、スルホンアミド、
置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシクロアル
キル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアルケニル
、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、チオ、チオアルキル、
アルキルチオ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキシ、アルコキシカ
ルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルケニル、ア
ルキニル、置換アルキニル、ヘテロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキ
シ、アリールヘテロアリール、アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル
、ヘテロアリールアルコキシ、アリールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテ
ロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロア
ルケニル、置換ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリール
アミノ、アリールアルキルアミノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアル
カノイルアミノ、アリールチオ、アリールアルキルチオ、アリールスルホニル、アリール
アルキルスルホニル、アルキルスルホニル、アリールカルボニルアミノ、またはアルキル
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アミノカルボニルであり、あるいは
　Ｒ８およびＲ９は、それらが結合している原子とともに、一緒になって適宜置換される
炭素二環、または複素二環を形成する］
によって表される式Ｉの化合物、またはその医薬的に許容される塩、もしくは立体異性体
。
【請求項２】
【化２】

［式中、
　Ａは、アリール、またはヘテロアリール基であり；
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、シクロアルキル、置換シクロアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アル
コキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルカノイル、置
換アルカノイル、アミノ、置換アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキル、アルキル
アミノ、置換アルキルアミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、ウレイド、シアノ、
スルホンアミド、置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ニトロ、チオ、チオアルキル
、アルキルチオ、二置換アミノ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキ
シ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、置換カルバモイ
ル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、またはアルキルカルボ
ニルであり；あるいは
　Ｒ１およびＲ２は、一緒になって、適宜置換される炭素環またはヘテロ環を形成し；
　Ｒ４は水素、アルキル、置換アルキル、ヒドロキシ、シアノ、またはハロゲンであり；
　Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハ
ロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールア
ルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノ
アルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、二置換アミノ、
アミド、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、スルホンア
ミド、置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシク
ロアルキル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアル
ケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、チオ、チオアル
キル、アルキルチオ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキシ、アルコ
キシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルキニ
ル、ヘテロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリ
ール、アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコ
キシ、アリールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロ
シクリル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロア
ルケニル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキ
ルアミノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリー
ルチオ、アリールアルキルチオ、アリールスルホニル、アリールアルキルスルホニル、ア
ルキルスルホニル、アリールカルボニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり
；
　Ｒ８およびＲ９は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール
、アルキリデン、置換アルキリデン、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置
換アルコキシ、アルコキシアルコキシアルキルハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ
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、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールアルキルオキシ、アルカノイル
、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキ
ル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、ヒドロキシアルキル、二置換アミノ、アミド
、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、スルホンアミド、
置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシクロアル
キル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアルケニル
、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、チオ、チオアルキル、
アルキルチオ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキシ、アルコキシカ
ルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルケニル、ヘ
テロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリール、
アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコキシ、
アリールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリ
ル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニ
ル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキルアミ
ノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリールチオ
、アリールアルキルチオ、アリールスルホニル、アリールアルキルスルホニル、アルキル
スルホニル、アリールカルボニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり、ある
いは
　Ｒ８およびＲ９は、それらが結合している原子とともに、一緒になって適宜置換される
炭素二環、または複素二環を形成する］
によって表される式ＩＩである請求項１の化合物、またはその医薬的に許容される塩、も
しくは立体異性体。
【請求項３】
【化３】

［式中、
　Ａは、アリール、またはヘテロアリール基であり；
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、シクロアルキル、置換シクロアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アル
コキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルカノイル、置
換アルカノイル、アミノ、置換アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキル、アルキル
アミノ、置換アルキルアミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、ウレイド、シアノ、
スルホンアミド、置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ニトロ、チオ、チオアルキル
、アルキルチオ、二置換アミノ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキ
シ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、置換カルバモイ
ル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、またはアルキルカルボ
ニルであり；あるいは
　Ｒ１およびＲ２は、一緒になって、適宜置換される炭素環またはヘテロ環を形成し；
　Ｒ４は水素、アルキル、置換アルキル、ヒドロキシ、シアノ、またはハロゲンであり；
　Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハ
ロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールア
ルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノ
アルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、二置換アミノ、
アミド、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、スルホンア
ミド、置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシク
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ロアルキル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアル
ケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、チオ、チオアル
キル、アルキルチオ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキシ、アルコ
キシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルキニ
ル、ヘテロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリ
ール、アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコ
キシ、アリールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロ
シクリル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロア
ルケニル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキ
ルアミノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリー
ルチオ、アリールアルキルチオ、アリールスルホニル、アリールアルキルスルホニル、ア
ルキルスルホニル、アリールカルボニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり
；
　Ｒ８およびＲ９は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール
、アルキリデン、置換アルキリデン、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置
換アルコキシ、アルコキシアルコキシアルキルハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ
、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールアルキルオキシ、アルカノイル
、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキ
ル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、ヒドロキシアルキル、二置換アミノ、アミド
、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、スルホンアミド、
置換スルホンアミド、アルキルスルホン、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシクロアル
キル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアルケニル
、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、チオ、チオアルキル、
アルキルチオ、アルキルスルホニル、アルキルスルフィニル、カルボキシ、アルコキシカ
ルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルケニル、ヘ
テロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリール、
アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコキシ、
アリールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリ
ル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニ
ル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキルアミ
ノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリールチオ
、アリールアルキルチオ、アリールスルホニル、アリールアルキルスルホニル、アルキル
スルホニル、アリールカルボニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり、ある
いは
　Ｒ８およびＲ９は、それらが結合している原子とともに、一緒になって適宜置換される
炭素二環、または複素二環を形成する］
によって表される式ＩＩＩである請求項１の化合物、またはその医薬的に許容される塩、
もしくは立体異性体。
【請求項４】
【化４】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、シクロアルキル、置換シクロアルキル、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アル
コキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ、アルカノイル、置
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換アルカノイル、アミノ、置換アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキル、アルキル
アミノ、置換アルキルアミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、ウレイド、シアノ、
ニトロ、カルボキシ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル
、置換カルバモイル、アルケニル、置換アルケニル、アルキニル、置換アルキニル、また
はアルキルカルボニルであり；あるいは
　Ｒ１およびＲ２は、一緒になって、適宜置換される炭素環またはヘテロ環を形成し；
　Ｒ４は水素、アルキル、置換アルキル、ヒドロキシ、シアノ、またはハロゲンであり；
　Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハ
ロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールア
ルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノ
アルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、二置換アミノ、
アミド、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、ヘテロシク
ロアルキル、置換ヘテロシクロアルキル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロ
アルケニル、置換シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキ
シ、ニトロ、カルボキシ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモ
イル、アルケニル、置換アルキニル、ヘテロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリ
ールオキシ、アリールヘテロアリール、アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリール
アルキル、ヘテロアリールアルコキシ、アリールオキシアルキル、アリールオキシアリー
ル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、
ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、
アリールアミノ、アリールアルキルアミノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリ
ールアルカノイルアミノ、アリールカルボニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニル
であり；
　Ｒ８およびＲ９は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール
、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、アルコキシアルコキ
シアルキルハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリー
ルアルキル、アリールアルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイル
オキシ、アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキル
アミノ、ヒドロキシアルキル、二置換アミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、置換
カルバメート、ウレイド、シアノ、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシクロアルキル、
シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアルケニル、シク
ロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、カルボキシ、アルコキシカル
ボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルケニル、ヘテ
ロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリール、ア
リールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコキシ、ア
リールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル
、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニル
、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキルアミノ
、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリールカルボ
ニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり、あるいは
　Ｒ８およびＲ９は、それらが結合している原子とともに、一緒になって適宜置換される
炭素二環、または複素二環を形成する］
によって表される式ＩＶの化合物、またはその医薬的に許容される塩、もしくは立体異性
体。
【請求項５】
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【化５】

［式中、
　Ｒ４は水素、アルキル、置換アルキル、ヒドロキシ、シアノ、またはハロゲンであり；
　Ｒ５、Ｒ６およびＲ７は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換ア
リール、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、ハロゲン、ハ
ロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリールアルキル、アリールア
ルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイルオキシ、アミノ、アミノ
アルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキルアミノ、二置換アミノ、
アミド、置換アミド、カルバメート、置換カルバメート、ウレイド、シアノ、ヘテロシク
ロアルキル、置換ヘテロシクロアルキル、シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロ
アルケニル、置換シクロアルケニル、シクロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキ
シ、ニトロ、カルボキシ、アルコキシカルボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモ
イル、アルケニル、置換アルキニル、ヘテロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリ
ールオキシ、アリールヘテロアリール、アリールアルコキシカルボニル、ヘテロアリール
アルキル、ヘテロアリールアルコキシ、アリールオキシアルキル、アリールオキシアリー
ル、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、
ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニル、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、
アリールアミノ、アリールアルキルアミノ、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリ
ールアルカノイルアミノ、アリールカルボニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニル
であり；
　Ｒ８およびＲ９は独立して、水素、アルキル、置換アルキル、アリール、置換アリール
、ヒドロキシ、ヒドロキシアルキル、アルコキシ、置換アルコキシ、アルコキシアルコキ
シアルキルハロゲン、ハロアルキル、ハロアルコキシ、オキソ、アリールオキシ、アリー
ルアルキル、アリールアルキルオキシ、アルカノイル、置換アルカノイル、アルカノイル
オキシ、アミノ、アミノアルキル、置換アミノアルキル、アルキルアミノ、置換アルキル
アミノ、ヒドロキシアルキル、二置換アミノ、アミド、置換アミド、カルバメート、置換
カルバメート、ウレイド、シアノ、ヘテロシクロアルキル、置換ヘテロシクロアルキル、
シクロアルキル、置換シクロアルキル、シクロアルケニル、置換シクロアルケニル、シク
ロアルキルアルキル、シクロアルキルアルコキシ、ニトロ、カルボキシ、アルコキシカル
ボニル、アルキルカルボニルオキシ、カルバモイル、アルケニル、置換アルケニル、ヘテ
ロアリール、置換ヘテロアリール、ヘテロアリールオキシ、アリールヘテロアリール、ア
リールアルコキシカルボニル、ヘテロアリールアルキル、ヘテロアリールアルコキシ、ア
リールオキシアルキル、アリールオキシアリール、ヘテロシクリル、置換ヘテロシクリル
、アルキルカルボニル、置換ヘテロアルキル、ヘテロアルケニル、置換ヘテロアルケニル
、ヘテロアルキニル、置換ヘテロアルキニル、アリールアミノ、アリールアルキルアミノ
、アルカノイルアミノ、アロイルアミノ、アリールアルカノイルアミノ、アリールカルボ
ニルアミノ、またはアルキルアミノカルボニルであり、あるいは
　Ｒ８およびＲ９は、それらが結合している原子とともに、一緒になって適宜置換される
炭素二環、または複素二環を形成する］
によって表される式Ｖの化合物、またはその医薬的に許容される塩、もしくは立体異性体
。
【請求項６】
　医薬的に許容される担体、および請求項１から５の化合物の一またはそれ以上を含む医
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薬組成物。
【請求項７】
　請求項１から５の化合物の一またはそれ以上を、医薬的に許容される担体、および他の
抗癌剤または細胞毒性薬の一またはそれ以上と組み合わせて含む医薬組成物。
【請求項８】
　増殖性疾患の治療剤の製造における、請求項１から５のいずれかの化合物の使用。
【請求項９】
　該増殖性疾患が癌である、請求項８の使用。
【請求項１０】
　該癌が前立腺癌、膵管腺癌、乳癌、結腸癌、肺癌、卵巣癌、膵臓癌、甲状腺癌、神経芽
細胞腫、膠芽細胞腫、髄芽腫、黒色腫、多発性骨髄腫、および急性骨髄性白血病（ＡＭＬ
）である、請求項９の使用。
【請求項１１】
　他の抗癌剤または細胞毒性薬の一またはそれ以上を、請求項１から５の化合物の一また
はそれ以上と組み合わせて、治療が必要な温血動物に投与することをさらなる特徴とする
、請求項１０の使用。
【請求項１２】
　アルツハイマー病の治療剤の製造における、請求項１から５のいずれかの化合物の使用
。
【請求項１３】
　治療が必要な哺乳類種で受容体チロシンキナーゼ活性の調節のための、薬剤の製造にお
ける、請求項１から５のいずれかの化合物の使用。
【請求項１４】
　治療が必要な哺乳類でＩＧＦ－１Ｒ関連疾患の治療剤の製造における、請求項１から５
のいずれかの化合物の使用。
【請求項１５】
　該ＩＧＦ－１Ｒ関連疾患が、前立腺癌、膵管腺癌、乳癌、結腸癌、肺癌、卵巣癌、膵臓
癌、甲状腺癌、神経芽細胞腫、膠芽細胞腫、髄芽腫、黒色腫、多発性骨髄腫、および急性
骨髄性白血病（ＡＭＬ）からなる群から選択される癌である、請求項１４の使用。
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